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速度部門におけるＣＢＴの導入について 

 ビジネス文書の速度部門を令和８年１１月検定より、ＣＢＴ化される。 

 ただし問題は紙で配付し、回答はＣＢＴ方式に入力、採点はＣＢＴで行われる。 

 問題が全国統一のため検定日は１１月２２日のみとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速度部門におけるＣＢＴ 

 公正な試験実施のため他の検定試験とは異なる運用にて実施される。 

 ①統一試験日で実施する。 

  →実施日の変更はできない。 

 ②問題は従来通り問題用紙を用いる。 

  →終了後に問題用紙を回収する。 

 異なる運用を行う理由 

 試験環境による受験者の影響を考慮する。 

 ・ワイド（１６：９）・スクエア（４：３） 

 ・画面サイズ 

 ・Ｗｅｂブラウザの表示設定 

 

 ・第７７回検定に同封される資料を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ＣＢＴによる実施手順 

 ①試験開始の準備 

  注意事項を読んで確認できたら文字サイズの調整ボタンを押す。 

 ②入力文字サイズの調整 

  文字サイズの調整や入力枠の横幅を調整する。 

 ③問題用紙の配布 

  配布した時点で〔開始〕を押さない。 

 ④試験開始 

  →「用意」、約３秒後に「始め」の合図で「開始」ボタンを押させる。 

  ※「用意」の開始後、問題を表にさせる。 

  ※「開始」ボタンを押した後、３秒後に文字入力が可能となり、計測が開始される。 

  試験中も文字サイズや入力枠の横幅調整が可能。 

 ⑤試験終了 

  問題を回収する。 

  試験時間が経過すると時間切れの表示が出るので〔終了〕をクリックする。 

  アップロードの確認画面が表示されるので〔はい〕をクリックする。 

  データの転送が終了するまで少し待つ。 

 ○試験中の注意事項 

  １．開始後に巡回等により、受験者の開始状況を確認する。 

  ２．残り時間はアナウンスしない。 

 

ＣＢＴ体験版の公開 

 全商協会のＷｅｂページに１～３級の体験版が公開される。 

 ※体験版は７４回検定試験の問題のみとなる。 

  問題用紙は各自で準備すること。 


